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第
４
回�

定
例
会�

一般質問（要旨）�

オオウメガサソウ�

議
員（
自
民
）　
高
校
に
お
け
る
必
履
修

科
目
の
未
履
修
問
題
に
つ
い
て
、
教
育

の
信
頼
を
回
復
す
る
た
め
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か
伺
う
。�

教
育
長
　
校
長
は
も
と
よ
り
県
教
育
委

員
会
も
十
分
反
省
す
べ
き
と
認
識
し
て

お
り
、
再
発
防
止
策
と
し
て
、
校
長
会

等
で
の
教
育
課
程
の
十
分
な
説
明
、
学

校
訪
問
指
導
時
の
授
業
実
施
の
確
認
、

学
校
評
議
員
等
外
部
関
係
者
に
対
す
る

教
育
課
程
の
説
明
な
ど
に
努
め
る
。�

議
員
　
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
首
都
圏

か
ら
も
近
い
と
い
う
県
北
地
域
の
持
つ

優
位
性
を
生
か
し
、
首
都
圏
の
団
塊
の

世
代
を
呼
び
込
む
よ
う
な
仕
掛
け
を
す

れ
ば
、
県
北
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
が
、
県
の
取
り
組
み
は
。�

企
画
部
長
　
県
北
地
域
を
舞
台
に
し
た

新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
「
い
ば
ら

き
　
さ
と
や
ま
生
活
」
と
銘
打
ち
、
様
々

な
施
策
を
推
進
し
て
お
り
、
雑
誌
等
で

情
報
発
信
を
行
う
と
と
も
に
、
グ
リ
ー

ン
ふ
る
さ
と
振
興
機
構
で
は
二
地
域
居

住
の
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
十
一
月
中

旬
か
ら
体
験
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
。�

（
ほ
か
に
、
茨
城
県
信
用
保
証
協
会
と

銀
行
等
の
第
三
者
保
証
の
廃
止
、
鹿
島

港
及
び
そ
の
周
辺
に
お
け
る
三
隻
の
貨

物
船
事
故
な
ど
も
質
問
）�

鈴
木
　
徳
穂�

　
　
　
（
自
由
民
主
党
）�

細
田
　
武
司�

　
（
民
主
清
新
ク
ラ
ブ
）�

加
倉
井
昭
喜�

　
　
　
（
自
由
民
主
党
）�

錦
織
　
孝
一�

　
　
　
（
自
由
民
主
党
）�

渡
辺
　
浩
一�

　
　
　
（
自
由
民
主
党
）�

武
藤
　
　
均�

　
　
　
（
自
由
民
主
党
）�

●
質
問
者�

�

県
北
地
域
の
活
性
化
な
ど
に
つ
い
て
質
す�

一
般
質
問�

　
平
成
十
八
年
第
四
回
定
例
会
は
、
十
一
月
二
日
か

ら
十
四
日
ま
で
十
三
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
定
例
会
に
は
、
知
事
か
ら
「
茨
城
県
認
定
こ

ど
も
園
の
認
定
基
準
に
関
す
る
条
例
」
や
「
職
員
の

懲
戒
の
手
続
及
び
効
果
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
」
な
ど
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。�

　
一
般
質
問
で
は
、
県
北
地
域
の
活
性
化
、
ひ
た
ち

な
か
市
と
東
海
村
の
合
併
、
県
職
員
削
減
等
へ
の
道

筋
、
鹿
島
港
の
水
深
十
四
メ
ー
ト
ル
岸
壁
の
整
備
、

笠
間
芸
術
の
森
公
園
の
整
備
と
利
用
促
進
、
常
陸
太

田
駅
前
の
交
差
点
改
良
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。（
二
〜
三
面
に
掲
載
）�

　
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
議
案
及
び
常
磐
線
の
東

京
駅
乗
り
入
れ
、
不
法
投
棄
へ
の
対
応
、
認
定
こ
ど

も
園
で
の
子
育
て
支
援
事
業
、
農
業
産
出
額
第
二
位

奪
還
へ
の
決
意
、
県
内
港
湾
の
事
故
防
止
対
策
、
高

校
で
の
未
履
修
問
題
の
責
任
の
所
在
な
ど
に
つ
い
て

議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
四
〜
五
面
に
掲
載
）�

　
予
算
決
算
特
別
委
員
会
で
は
、
本
県
農
業
改
革
の

成
果
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、

「
平
成
十
七
年
度
茨
城
県
公
営
企
業
会
計
決
算
」
と

「
平
成
十
七
年
度
茨
城
県
一
般
会
計
及
び
同
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
」
の
認
定
に
係
る
審
査
結
果
が
取

り
ま
と
め
ら
れ
、
最
終
日
の
本
会
議
で
委
員
長
か
ら

報
告
さ
れ
ま
し
た
。（
六
面
に
掲
載
）�

　
今
回
の
定
例
会
で
は
、
条
例
、
決
算
な
ど
十
二
の

議
案
が
可
決
、
認
定
、
承
認
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。�

常
任
委
員
会�

常
磐
線
の
東
京
駅
乗
り
入
れ
な
ど
に
つ
い
て
議
論�

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
県
北
地
域�

議
員（
民
清
ク
）　
旧
勝
田
市
、
旧
那
珂

湊
市
、
東
海
村
の
二
市
一
村
の
合
併
が

最
も
望
ま
し
く
、
二
市
に
よ
る
ひ
た
ち

な
か
市
誕
生
は
あ
く
ま
で
も
通
過
点
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
ひ
た
ち
な
か

市
と
東
海
村
と
の
合
併
を
今
後
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
所
見
を
伺
う
。�

知
事
　
両
市
村
の
合
併
に
つ
い
て
は
、

現
状
で
は
な
か
な
か
難
し
い
面
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
が
、
必
要
な
情
報
提
供

や
助
言
な
ど
を
行
い
、
合
併
気
運
の
醸

成
を
図
る
と
と
も
に
、
地
方
分
権
時
代

の
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
も
理
解
を
求

め
て
い
く
。�

議
員
　
茨
城
県
版
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ

ク
の
「
絶
滅
危
惧
種
」
に
指
定
さ
れ
て

い
る
オ
オ
ウ
メ
ガ
サ
ソ
ウ
の
保
全
の
た

め
に
は
、
国
営
ひ
た
ち
海
浜
公
園
内
の

森
林
生
態
系
の
保
存
が
不
可
欠
で
あ
る

が
、
県
の
取
り
組
み
は
。�

土
木
部
長
　
国
に
お
い
て
は
、
オ
オ
ウ

メ
ガ
サ
ソ
ウ
の
群
落
が
確
認
さ
れ
て
い

る
北
側
樹
林
地
の
保

全
の
た
め
、
生
育
地

へ
の
立
入
制
限
を
行

っ
て
い
る
。
県
と
し

て
も
、
生
育
環
境
が

適
切
に
保
全
さ
れ
る

よ
う
国
に
働
き
か
け
た
い
。�

（
ほ
か
に
、
新
た
な
市
町
村
合
併
、
ひ

た
ち
な
か
地
区
の
土
地
利
用
計
画
な
ど

も
質
問
）�

◆
条
例
の
制
定�

○
茨
城
県
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定

基
準
に
関
す
る
条
例�

◆
条
例
の
一
部
改
正�

○
職
員
の
懲
戒
の
手
続
及
び
効
果

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例�

○
茨
城
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例�

○
茨
城
県
生
活
環
境
の
保
全
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
等
の
条
例�

◆
そ
の
他�

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て�

ほ
か
六
件�

今
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
主
な
議
案�


